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問い合わせ先：新地町役場復興推進課　
　　　　　　　☎ 0244-62-2134　℻ 0244-62-3194　Ｅメール  revive@shinchi-town.jp
　　　　　　　〒979-2792　福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田 30 番地

津波から人、まちを守る助けとなる大きな森です。津波から人、まちを守る助けとなる大きな森です。
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新地町
釣師地区・埒浜地区防災緑地

スケッチ：古山拓（画家・挿絵家）

2013 年 9月 5日発行

上：やるしかねぇべ祭り 2013、左下：釣師港橋から月見橋を望む、右下：釣師漁港付近の街並み

防災緑地

ワークショップとは

防災緑地とは

目的と役割

スケジュール

防災緑地を知ろう！
6 月 6 日 ( 木 )　第 1回ワークショップ

こんな海辺にしたい！
7 月 4 日 ( 木 )　第 2回ワークショップ

防災緑地を描く！
8 月８日（木）　第 3回ワークショップ

プランのまとめ、アクションを考える！
9 月 12 日（木）  第 4 回ワークショップ

成果の確認！
10 月上旬　　　第 5回ワークショップ

町のみんなの声募集！

興味のある方大歓迎！

みんなでつくる一番にぎわう故郷の祭りをつないでいく
この故郷の風景は忘れない
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故郷の風景を留めて

VoiceVoice

絵はイメージです。

津波の防御や避難路、避難地

となり、復旧・復興の支援、

防災教育の場所ともなります。

地域の再生や美しい景観、豊

かな自然の再生・創出を図り

ます。

「こんな海辺の緑地にしたい！」

ワークショップに参加できなかったけど、言いたいことが

沢山ある方、この新聞を見てのご感想などなんでもいいの

でみなさんの声を聞かせてください。

ご連絡は下記問い合わせ先までお願いします。

そろそろプランがまとまってきています。

興味のある方は傍聴することができます。

是非お立ち寄り下さい。あわせて、ご意見

ご感想などお寄せ下さい。

来て・見て・寄ってって！

津波から人、まちを守る助けとなる大きな森です。

　津波被害を受けた釣師・　浜地区において、防災緑地の整備を計画し

ています。

　今回整備する防災緑地では、防災機能を確保しながら、自然豊かで、

スポーツやレクリエーション、地域活動などに利用される緑地づくりを

目指しています。

　このため、計画段階からみなさまと意見を出し合える『ワークショップ』

を開催し、設計内容や管理方法等に反映していきます。

　第 3 回目のワークショップでは、これまでのみんなの声を踏まえた、

たたき台をベースに検討作業を進めました。

＊防災緑地ワークショップ開催結果のお知らせです。
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駐車場が高ければそこが
高台避難になる、一晩ぐ
らいは過ごせる

実際の津波は17ｍぐらい
まで来た

津波の高さを示して
次の世代に伝える

サーフィンの人には聞こえない
（音や光で知らせる工夫を）

海に入る前に非常時のアナウンスを
周知させる

避難訓練が必要

逃げる方向や逃げ方が重要
（初めての人は分からない）
　

サインで避難場所まで○ｍ表示
園内に大型トラックが入ったと
きに地震が来ると通れないこと
が起きる

砂が溜まる
維持管理を徹底して欲しい

アクセス道路に街路樹、サクラの
大木で日陰をつくる

LEDでライトアップ
新地の色をつくりたい

新地の浜に合うようなデザインベンチ

アーカイブセンターミニ版
みたいなものが欲しい

埒浜と一緒に歩道もつなぐ埒

子どもが徐々に海に
行けるような動線

オートキャンプ場でも使える
林間駐車でテントも張れる
(電源がとれる)

10万人規模のイベントが
できるような全天候型の
ステージ

イベントで使える
常設のライト

スケボーパーク
堀を使って普段はプール

丘を分散して避難しやすく
高くして駐車場利用

15ｍの丘

バーベキューが
できる

じゃぶじゃぶ池

スロープ階段

17ｍあがる噴水(+7ｍ)

津波の高さを示す噴水

海のイベント
海水浴

海の近くに
駐車場

屋台が並ぶ

シャワー

海の近くの駐車場

階段を増やす

パークゴルフ場の
クラブハウス

足湯

あずまや

あずまや

堤防の上のベンチ

足洗い、シャワー

足を洗えるような設備

小学校のマラソンコースとして
使いたい

木製だと潮で痛みが早い

噴水など水
で遊べるも震災の軌跡や新地の軌跡が

分かるような仕組み

大きい石で修景

釣りデッキ
(カニ、ヒトデが見える)

人工的な池
遡上して溢れた水を溜める

スポーツ公園とセット
でカヌー利用

スロープや階段でかさ
上げ道路にアクセスで
きるように

池

出店スペース

昔の釣師の写真を
パネルで展示

避難できる高い駐車場
夏場以外はローラーブレード、
バスケットで使える

お祭りと兼用できるテント
後ろに軽トラ1台駐車でき
るように

車が通らない子ども専用の道路

子どもが安全に通れる
サイクリングロード

駅とのつながり

駅から続く並木

回遊できるウォーキング、ジョギングルート
ルートがあれば多くの人が楽しめる

オートキャンプ場

津波を忘れないために
メモリアル的に残す
被災前後の写真を飾る

恒例の迎え火と送り火に
火を灯す

釣りのスポット
（イシモチ、カニ）

距離表示の案内板

街灯をつけて明るく

シャワーは必要

ここは釣れない

コンクリートにすると
色々使える

遠足や見学、学習の場として活用
（防災教育、津波の様子の写真など）

日陰が欲しい

子どもだけで遊べる場所に
駐車場にカニや船など
デザイン的なトイレ

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

駐車場

イベント仮設ステージ
(屋根、デッキ、照明つき)

やるしかねぇべ祭りの空間に
（町のイベントを全部ここで！）

1on1ができるバスケット
ボールコート

車が詰まらないように

見通しを良くする

緑道をとっていればいざという時に
道路として使える

避難場所とモニュメントを兼ねる
(津波の高さを示す)

防災無線などで海にいる人に伝える

地震の時子どもが遊
んでいると親は迎え
に来る

車でかさ上げ道路に
上がれるようなルート

避難場所
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子どもが安全子 全
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避難

にぎわい
みんなの声みんなの声 防災緑地を描こう

第３回はこれまでのみんなの声を踏まえたたたき台をベースに３
テーブルに分かれて「活動・施設」「避難」「にぎわい」の視点か
ら検討作業を進めました。たくさんの声があったので、ここでは
抜粋してお届けします。


